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（１）これまでの検討経緯

１ 新庁舎整備について

平成16年度～
本館及び別館の庁舎耐震診断の実施 → 耐震性能不足の判明

平成24年度～

＜既存庁舎改修の検討＞
○既存庁舎を使いながら増改築可能な整備
案の検討

＜現地建替の検討＞
○隣接旧国有地の活用検討
→ 隣接旧国有地の一部土砂災害警戒

区域に指定

令和3～4年度

大津市庁舎整備基本構想（令和4年12月）

・本館の耐震化、免震化は行わない
・『皇子山総合運動公園（一部）』／優先して検討を行う候補地
・『大津駅・県庁周辺』／市民アンケートの結果を踏まえて新しい視点で検討を行う候補地

市民
アンケート

基本構想
策定

懇話会

令和5～6年度

『庁舎整備基本計画に向けた詳細調査』

・新庁舎整備エリアを「皇子山総合運動公園（一部）」を前提とする

専門家
への

意見聴取

令和6年度

『庁舎整備基本計画』の検討

・「皇子山総合運動公園（一部）」での整備を前提として、公園と一体と
なった庁舎整備による「交流の創出」や「防災力の向上」を軸に検討

基本計画
策定

懇話会

＜既存庁舎改修の検討＞ ＜移転の検討＞

市民
ワーク
ショップ
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（２）新庁舎整備の必要性

１ 新庁舎整備について

〇耐震性不足による倒壊、崩壊の恐れ
大規模な地震（震度6強～７程度）が起こった場合に、本館（Is値：0.3未満）は倒壊、又は崩壊す
る危険性が高く、別館（Is値：0.3以上0.6未満）はその危険性がある。近年の地震が頻発している
状況を踏まえて、これまで以上にスピード感を持って対応していく。

〇老朽化に伴う維持経費の増加
老朽化が進むことで、施設や設備の大規模な修繕が必要になり維持経費がかさむようになっている。

〇建物が狭隘
建築当時に比べて、志賀町との合併などにより、職員が増えることで建物が手狭になり、執務ス
ペースだけでなく、市民の方々が利用される窓口や待合のスペース、さらには、通路も十分に確保
できない状況になっている。また、今般の新型コロナウイルス感染症対策という点でも十分なス
ペースが確保できていない。

〇市民にとって低い利便性
建物が狭隘であるため各窓口が分散し、集約して配置することができないことや、建築当時に比べ
て、障がい者や高齢者等に配慮したバリアフリーに一定対応しているものの、市民にとって利便性
が低い状況となっている。
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（３）候補地の絞り込み（R4年度） ※庁舎整備基本構想

１ 新庁舎整備について

候補地は、市有地が望ましいが、庁舎整備に適した一定規模の市有地がないため、市有地以
外の土地について検討を行うこととした。検討にあたり、今後、庁舎整備の計画が具体的に
なり、適切なタイミングで用地取得ができることが重要となることから、民有地ではなく、
国有地や県有地について検討を行うこととした。

おおよその候補地(4か所) ①皇子山総合運動公園 ②皇子が丘公園 ③大津駅・県庁周辺 ④唐崎駅前

評価項目

①「庁舎整備用地として高い担保性」
②「県庁や国の機関などとの行政機能の集約を意識した距離感」
③「市域全域をカバーする行政サービスネットワークの拠点としての中心性」
④「公共交通機関や幹線道路によるアクセス」
＋「ハザードの状況」※ハザードの影響があるところは除く。ただし、対策可能な浸水区域の影響は考慮しない。

絞り込み

〇『優先して検討を行うおおよその候補地』 ／ 皇子山総合運動公園 ※公園の一部

『市民アンケート』や『懇話会の意見』

〇『優先して検討を行う候補地』 ／ 皇子山総合運動公園 ※公園の一部

〇 市民アンケートを踏まえて『新しい視点で検討を行う候補地』 ／ 大津駅・県庁周辺
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市民アンケートの実施

＜趣 旨＞

庁舎整備基本構想の策定に向けて具体的な検討を進めていくにあたり、市民
の意見を反映することは当然のこととして、市民の理解を深めながら進めてい
くことも重要である。

そこでアンケ―トを実施し、『市役所や支所の利用状況』、『市役所庁舎の
整備の必要性、重視すること、求める機能』、『市役所庁舎の移転候補地』、
『現在の市役所庁舎（本館・別館）』について意見を求めるとともに、理解度
の確認も行い、基本構想の策定に留めず、今後の庁舎整備全般の進め方の参考
とする。

＜実施期間＞ Ｒ４年７月１１日～３１日まで（予定）

＜対 象 者＞ １８歳以上 ／ 無作為抽出で１万人
※人口の学区、年齢比率を適用

＜回答方法＞ 郵送 ／ インターネット

（３）候補地の絞り込み（R4年度） ※庁舎整備基本構想

１ 新庁舎整備について
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調査票配布数 回答数（※） 回答率

10,000 3,880 38.8％

〇新たに庁舎を整備する必要性（問１６）
全体：「新たに庁舎を整備する必要がある」が84.6%を占めている。

〇市役所庁舎を整備する際の立地場所について重要視すること（問２０）
全体：「公共交通機関で来庁しやすいこと」が75.4%で最も多く、次いで「車でのアクセ
スが良く駐めやすい駐車場が十分確保されていること」71.8%、「災害時に庁舎機能を維
持できること」57.7%が多い。

〇候補地のエリアとして望ましい場所（問２１）
全体：皇子山総合運動公園エリアが46.1%と最も多く、大津駅・県庁周辺エリアが26.3%と
次いで多い。

※回答数 ： （ 郵送 2,528 ／ インターネット 1,352 ）

＜回答概要＞

＜庁舎整備の必要性や候補地についての回答＞

（３）候補地の絞り込み（R4年度） ※庁舎整備基本構想

１ 新庁舎整備について
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＜候補地について＞

〇皇子山総合運動公園 ： 「優先して検討を行う候補地」

〇大津駅・県庁周辺 ： 市民アンケートを踏まえて「新しい視点で検討を行う候補地」

＜検証について＞

候補地の絞り込みに向けて、詳細な調査の結果を基に、それぞれの候補地における庁舎整備
による大津市全体のまちづくりへの効果及び課題について、専門家の意見も踏まえて総合的な
検証を行った。

＜候補地の絞り込みに係る判断材料について＞

① それぞれの候補地における「まちづくりの方向性」及び「課題」
② 候補地の絞り込みに対する専門家の意見
③ 市民アンケートの結果（基本構想策定時）
④ 候補地を２カ所に絞り込んだ経緯（基本構想策定時）

（４）候補地の絞り込み（R5年度） ※詳細な調査結果を踏まえた検証

１ 新庁舎整備について
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＜整備予定地（前提） ： 『皇子山総合運動公園』＞

※皇子山総合運動公園を前提とし、「別所合同宿舎用地」の取得に向けて国との協議を行う
とともに、市民ワークショップの開催などを重ねながら、今後の方針を固めていく。

＜皇子山総合運動公園を整備予定地（前提）とした理由＞
〇皇子山総合運動公園は、詳細な調査結果、専門家の意見、市民アンケートの結果を踏まえる

と、庁舎と公園を一体的に活用することに加えて、公園の一体性の観点から「別所合同宿舎
用地（国）」を代替公園とすることで、より一層、「交流の創出などによるまちづくりの効
果」が見込めること、また、新館との連携や防災拠点として周辺に空地が確保できることで
「防災力の向上」が見込めることから適地である。

〇大津駅・県庁周辺は、詳細な調査結果や専門家の意見を踏まえると、事業スキームの検討や
民間事業者等との調整に時間を要することによる「事業の長期化のリスク」や、建物が高層
かつ複雑になることなどによる「事業費の増大」といったことが懸念される。

（４）候補地の絞り込み（R5年度） ※詳細な調査結果を踏まえた検証

１ 新庁舎整備について
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（５）庁舎整備によるまちづくり（R5年度）※詳細な調査結果を踏まえた検証

１ 新庁舎整備について

庁舎整備がまちづくりに寄与すること

⚫ 庁舎との一体利用による運動公園の機能の充実（専門家の意見）

～スポーツをされる方だけでなく、健康づくりやスポーツ観戦なども楽しめる機能の充実、

また、だれもが利用しすいインクルーシブな空間の創出

～大会・イベント等開催時の機能（飲食・小売り機能、日陰等憩いの空間等）の充実

⚫ 庁舎と公園の一体的利用による市民交流の空間の創出（例：博多区 糸島市 等）

～庁舎のデッキ、ピロティ等と公園を一体的に活用したイベント等によるにぎわいの創出

⚫ 周辺の歴史文化資源との連携による魅力発信（専門家の意見）

～周辺の歴史文化資源や豊かな自然を活かした「フィールドミュージアム」や情報発信・

情報提供等による魅力発信の拠点

⚫ 庁舎と隣接する公園を一体的に活用した災害時の防災力の向上（例：博多区 糸島市 等）

～庁舎と公園を一体的に利用することによる防災拠点としての機能向上

健康・育み・歴史文化のまちづくり

山から湖へ至る豊かな自然や文化・歴史的風土を基礎に、皇子山総合運動公園を中心に公園・緑地でのス

ポーツ・健康づくりの取組を進め、市民の交流や子どもの健やかな成長を育む「健康・育み・歴史文化」の

まちづくりを展開する

また、庁舎と隣接する公園を一体的に活用することで防災拠点としての機能向上を図る

詳細な調査結果を踏まえた検証（代替公園整備を含む庁舎整備によるまちづくりの方向性）
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（６）庁舎整備基本計画策定に向けた市民参画

１ 新庁舎整備について

市民ワークショップ

    基本計画検討にあたり、市民の様々な視点に立ったご意見を反映するため、新しい庁
舎にほしい施設や機能、次世代の庁舎のあり方について考える【市民ワークショップ】を
開催した。
新しい庁舎が、市民のより豊かな暮らしにつながる場となるよう、柔軟なアイデアを出

し合いながら、多様な視点で考える場となった。

<概要>

     ●参加者
   無作為抽出（高校生以上/学区、年齢比率を考慮）した3,000人程度にチラシや資料を
郵送し、参加者を募集した結果、１０代～７０代までの市民２２～２８名が各回参加した。

   ●内容・進め方
以下の内容により、計４回ワークショップを開催しました。

   第１回ワークショップ（現地見学） 令和６年３月２３日（土）参加者２８名
   第２回ワークショップ（テーブルワーク） 令和６年５月１１日（土）参加者２３名

   第３回ワークショップ（テーブルワーク） 令和６年６月 ８日（土）参加者２２名
   第４回ワークショップ（報告会） 令和６年８月２４日（土）参加者２３名
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（６）庁舎整備基本計画策定に向けた市民参画

１ 新庁舎整備について
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（７）新庁舎整備エリア（案）とハザードマップ

１ 新庁舎整備について

<新庁舎整備エリア>
※皇子山総合運動公園の一部

新庁舎敷地面積 約15,000㎡（検討中）

皇子総合運動公園
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（８）大津市総合計画 第３期実行計画（案）

１ 新庁舎整備について
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（９）庁舎整備基本計画（案）における庁舎規模、建築費、建築計画

１ 新庁舎整備について

①庁舎規模について

➁建築費単価の設定について

『総務省起債対象事業費算定基準』
『国土交通省新営一般庁舎面積算定基準』両基準による床面積算定結果の平均

〇想定面積 ／ ２５，０００㎡～２７，０００㎡
※次ページ以降の図表現については、25,000㎡で作成します。

 建築費単価の設定については、他都市の動向、ゼネコンへのヒアリング結果を参
考とし、基本計画策定時点の建築費単価を示すが、今後の建築費等の動向が不透明
であることから、今後も引き続きその動向を注視することとする。

○『基本計画策定時点の建築費単価』 ＝ ７５～８５万円／㎡（税込）
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１ 新庁舎整備について  

（９）庁舎整備基本計画（案）における庁舎規模、建築費、建築計画

③平面レイアウト案（奥行30m×長さ144m、地上6階建（高さ30ｍ）、延床面積25,000㎡）

南側エントランス
及び

市民交流スペース
1,550㎡

ピロティ駐車場 北側エントランス
及び

市民交流スペース
v

※ 市民交流スペースの内容については検討中
※ 陸上競技場エリアとの連続性、大津京駅からの

アプローチについて検討中

敷地境界線
敷地面積 約15,000㎡（検討中）
周長 593ｍ

市民交流スペース
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１ 新庁舎整備について  

（９）庁舎整備基本計画（案）における庁舎規模、建築費、建築計画

④鳥瞰パース案（奥行30m×長さ144m、地上6階建（高さ30ｍ）、延床面積25,000㎡）



Lake Biwa

Otsu City 19

１ 新庁舎整備について  

（９）庁舎整備基本計画（案）における庁舎規模、建築費、建築計画

⑤東面パース案（奥行30m×長さ144m、地上6階建（高さ30ｍ）、延床面積25,000㎡）

スタンディングポイント
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１ 新庁舎整備について

（10）公園との一体性を考慮したゾーニング計画

① 公園との一体性を考慮したゾーニング

イベント開催時には、公園内を東西に通る市
道（現行の園路）の一部交通規制を行い、
西側（現庁舎側）からの車両のアクセスを制
限することで、新庁舎、新庁舎周辺広場、多
目的グランウンドに加えて、陸上競技場前広
場の一体利用が可能となる。

新庁舎

陸上競技場
駐車場他

市道（現行の園路）

多目的グラウンド
陸上競技場

野球場

② 庁舎と公園が一体となった使い方

市道（現行の園路）

新庁舎整備エリア…公園の広々とした空間や運動施設と隣接する敷地の
特性を生かした機能付加について検討を行う。また、
京阪大津市役所前駅や大津京駅に近接するエリアと
して、ゲート性を確保する等、魅力のある空間づく
りについても検討を行う。

別所合同宿舎 …代替公園整備エリアとする。隣接する皇子山総合運
動公園と一体的な活用を検討するとともに、その一
部は陸上競技場用の駐車場として利用することを想
定している。

…整備後の都市公園区域案
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令和５年度 令和６年度 　想定されるスケジュール

①基本計画

令和３~４年度

②オフィス環境検討

③公文書管理制度検討

④基本計画策定懇話会

基本

構想
基本計画

アンケート
パブリック
コメント

今後の予定は基本計画で整理を行う
基本計画
に向けた
詳細調査

ワーク
ショップ

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 今後の予定

基本構想 基本計画
基本計画
に向けた
詳細調査

新庁舎整備工事

（約３か年）

アンケート
パブリック
コメント

造成工事

（約３か年～）

基本設計・実施設計

ワーク
ショップ

※基本構想時点

た
た
き
台

基
本
設
計

7/18

1月 3月末 6月

素
案

案 基
本
計
画
策
定

11月末

方
針

10月末

個別意

見聴取

現地調査・整備方針策定

ルールづくり・取組方針策定

実
施
設
計

建
設
工
事

移
転
・
引
越

新
庁
舎
開
庁

11/25 3/27個別意

見聴取

2月

21

※基本計画の策定については、令和６年度末に
案をとりまとめ、令和７年度の早い段階でパ
ブリックコメントを行う予定とします。

※公園整備に係るスケジュールは別途整理を行
います。

１ 新庁舎整備について

（11）基本計画策定及び全体想定スケジュール
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２ 都市計画の変更について

22
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（１）皇子山総合運動公園の周辺の状況及び用途地域

２ 都市計画の変更について

皇子山総合運動公園

皇子が丘公園

都市公園区域
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（２）皇子山総合運動公園の概況

２ 都市計画の変更について

 皇子山総合運動公園は本市の中にある９つの都市基幹公園のうちの一つであり、県民・市民のスポーツの

拠点として広く利用されており、その中でも、野球場及び陸上競技場においては、滋賀県を代表する運動施
設である。
【備考】大津市地域防災計画に基づく指定緊急避難場所（皇子山総合運動公園全体）に指定されている。

名称 皇子山総合運動公園

所在 大津市御陵町

公園開設年 昭和34年

都市公園の種類 運動公園

公園面積 15.1ha

主な公園施設

野球場
（硬式野球公式戦開催可能球場）
陸上競技場
（日本陸上競技連盟公認競技場）
テニスコート
多目的グラウンド

■敷地要件・法規制等の概要

検討範囲 約44,500㎡（国体広場、多
目的グラウンド周辺）

用途地域 商業地域

建蔽率／容積率 80％ ／ 200％

高度地区 第7種高度地区（45m以下）

都市施設 都市計画公園

風致地区 指定なし

防災 液状化予測PL15以上

アクセス JR大津京駅から徒歩10分
京阪大津市役所前駅から
徒歩2分
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〇市内の都市計画公園の整備状況（都市計画公園の整備率60.9％）を踏まえると面積確保の観
点から同等面積の代替公園が必要である。

〇皇子山総合運動公園は都市公園であるが、その一部を廃止し庁舎整備することについては、
都市公園法第16条第１号に基づき区域の一部を廃止することは可能であるが、当該公園を含
む中部地域の一人当たりの都市公園面積は9.3㎡/人であり都市公園法運用指針で示されてい
る10㎡/人を下回っていること、また、公園の一体性の観点から「別所合同宿舎用地（国）」
を代替公園とすることで、より一層、「交流の創出などによるまちづくりの効果」が見込め
ることから「別所合同宿舎用地（国）」を代替公園とする方向で調整を行う。

＜都市公園法＞

（都市公園の保存）

第十六条 公園管理者は、次に掲げる場合のほか、みだりに都市公園の区域の全部又は一部について都市公園を廃止して

はならない。

一 都市公園の区域内において都市計画法の規定により公園及び緑地以外の施設に係る都市計画事業が施行される場合そ

の他公益上特別の必要がある場合

二 廃止される都市公園に代わるべき都市公園が設置される場合

三 公園管理者がその土地物件に係る権原を借受けにより取得した都市公園について、当該貸借契約の終了又は解除によ

りその権原が消滅した場合

（３）代替公園の必要性

２ 都市計画の変更について
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（４）都市公園区域の変更案

２ 都市計画の変更について

新館

多目的グラウンド

陸上競技場
エリア

野球場

大津市役所
前駅

業務
駐車
場

N

多目的グラウンド
エリア

0 50ｍ
1/2,500

本館
（約5,400㎡）

野球場
エリア

別館・北側駐車
場・臨時駐車場
（約15,700㎡)

現庁舎
エリア

公園の一体性の確保を考慮し、
将来的に公園南側の国有地（別
所合同宿舎）を

代替公園エリアとする

代替公園以外の可能性も検討
（新庁舎駐車場の一部を本館跡
地に配置する可能性）

★都市公園区域については“破線エリア”を案と
して、次の事項を考慮し、庁舎整備基本計画
の策定に向けて方針を固めていく。

〇公園の一体性の観点から「別所合同宿舎用地（国）」を代替公

園とする方向で調整を行う。

〇代替公園の面積（約16,000㎡）≧新庁舎整備エリアの面積（約
15,000㎡）とする。

〇庁舎と公園を一体的に活用することによる「交流の創出などに
よるまちづくり」、「防災力の向上」の視点から検討を進める。

➁別所合同宿舎
（約16,000㎡）

敷地面積 約15,000㎡（検討中）

新庁舎を公園利用者に開放
することで、公園利用者の
利便性向上を目指す

①新庁舎整備エリア

①庁舎建設に当たり、
公園面積が一時的に
減少するが、その後、
②代替公園整備エリ
アに公園を整備し、
公園面積が回復する
計画とする。
（時期については、国
と協議中）
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200%

商業

80%

第7種高度地区
200%

2種中高層

60%

第2種高度地区

300%
近隣商業

80%

第7種高度地区

200%

1種住居

60%

第3種高度地区

200%
近隣商業

80%

第6種高度地区

200%

1種住居

60%

第3種高度地区

N600%

商業

80%

（５）用途地域・容積率・建蔽率の変更案

２ 都市計画の変更について

★ 『 用途地域 ／ 商業地域 』
★ 『 容積率 ／ 200％ ・ 建蔽率 ／ 80 ％ 』

【①：庁舎整備予定区域】

★ 『 用途地域 ／ 近隣商業地域 』
★ 『 容積率 ／ 300％ ・ 建蔽率 ／ 80 ％ 』

★ 『 用途地域 ／ 一種住居地域 』
★ 『 容積率 ／ 200％ ・ 建蔽率 ／ 60 ％  』

【②：公園整備予定区域】

★ 『 用途地域 ／ 商業地域 』
★ 『 容積率 ／ 200％ ・ 建蔽率 ／ 80 ％  』

2

※ 一体性のあるまちづくりの観点から、庁舎整備予定区域は現在

の庁舎と同様の用途地域（近隣商業地域）、容積率（３００％）、

建蔽率（８０％）とし、公園整備予定区域は、現在の公園と同様

の用途地域（商業地域）、容積率（２００％）、建蔽率（８０％）

とする。

現
状

変
更
案

現
状

変
更
案

1
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（６）想定スケジュール

２ 都市計画の変更について

※基本計画の検討において
具体的なスケジュールは
整理を行う。

※代替公園整備に係るスケ
ジュールは別途整理を行
う。

令和５年度 令和６年度 　想定されるスケジュール

都市計画公園区域

都市公園区域

新

庁

舎

整

備

令和３~４年度

①庁舎整備予定区域

（新庁舎整備エリア）

皇

子

山

総

合

運

動

公

園

整

備

★新庁舎整備を踏まえた皇子山

総合運動公園のあり方検討

②公園整備予定区域

（代替公園整備エリア）

今後の予定は庁舎整備基本計画と整合を図り整理を行う

基本

構想
基本計画

アンケート
パブリック
コメント

今後の予定は基本計画で整理を行う
基本計画
に向けた
詳細調査

ワーク
ショップ

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 今後の予定

基本構想 基本計画
基本計画
に向けた
詳細調査

新庁舎整備工事

（約３か年）

アンケート
パブリック
コメント

造成工事

（約３か年～）

基本設計・実施設計

ワーク
ショップ

※基本構想時点

都
市
計
画
決
定
（
公
園
面
積
減
）

都
市
公
園
区
域
変
更
（
面
積
減
）

新
庁
舎
整
備
エ
リ
ア
の
決
定

用
地
取
得

用
地
取
得

都
市
計
画
決
定
（
公
園
面
積
増
）

都
市
公
園
区
域
変
更
（
面
積
増
）

公
園
整
備

土
壌
汚
染
等
調
査

都
市
計
画
決
定
（
用
途
変
更
）

増

増

※

庁
舎
整
備
エ
リ
ア⇒

更
地

都
市
計
画
決
定
（
用
途
変
更
）

代
替
公
園
エ
リ
ア
の
決
定

一
体
性

方 針検討・基本計画

設計・施工代替公園整備

減

減

※庁舎建設に当たり、公園
面積が一時的に減少する
 が、その後、代替公園整
備エリアに公園を整備し、
公園面積が回復する計画
とする。
（時期については、国と
 協議中）
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